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１．学習指導要領と教科書と学校教材の現状の関係

(1)学校教材の特性
学校教材は、教科書を生かし児童一人ひとりの学力を定着させるために、

学習指導要領や各教科書を分析して作られている。

単元の並び順、漢字の新出順、教科書毎に違う図形や表現などを合わせることで
児童の学びを支援している。

教科毎に違う教科書が採択されても、指導法や評価法と統一することができ、
指導の質を担保すると共に客観的な評価を実現できている。

学校教材（小学校）の主なカテゴリー
①修得教材（資料集・学習帳）

教科書の内容をより効率的に学習する。

②習熟教材（ドリル）
基礎基本的な内容を確かな学力として定着させる。

③評価教材（テスト）
児童一人ひとりの学力の定着を確認する。

日本教材学会 http://www.nit.or.jp/association/affiliate/k_nikkyogaku.html
日本図書教材協会 学校教材調査会 http://www.nit.or.jp/material/toshokyozai_data/t_data03.html
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①修得教材（資料集・学習帳等）

新学社

青葉出版

（社）日本図書教材協会 小学部会

青葉出版 http://www.aob.co.jp/
光文書院 http://www.kobun.co.jp/
新学社 http://www.sing.co.jp/
正進社 http://www.seishinsha.co.jp/
日本標準 http://www.nipponhyojun.co.jp/
文渓堂 http://www.bunkei.co.jp/
教育同人社 http://www.djn.co.jp/

②習熟教材（ドリル等）

光文書院

正進社

③評価教材（ワークテスト等）
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１．学習指導要領と教科書と学校教材の現状の関係

(2)連動性
学習指導要領⇒教科書⇒学校教材という一連の連動性が子どもの日々の学習を支えて

いる。教材づくりは各教科ごとに配置された専門編集者が学習指導要領を理解した上で
教科書を読み込み制作されている。

学習項目は全て網羅しているが、学習指導要領上の項目と一つひとつ完全に対応させ
て作っているわけではない。

学校教材は宿題などで家庭学習にも連動している。ただし現状は学習指導要領の趣旨
を伝える役目にはなっていない。

学力向上システムの提示例
教育同人社
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学力向上システム
の提示例
教育同人社
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２．教材会社の体系化の取り組み例（１）

(１)計算ドリルの型分け
計算問題は全ての計算の型をＤＢ化している。「型分け」は学習指導要領及び教科書の

記載順に掲載されている。
児童のつまづきの発見に役立つしくみを提供している。
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計算ドリルの型分け
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２．教材会社の体系化の取り組み例（２）

(2)観点別ワークテスト
教科書の単元ごとにテストが用意され、知識理解、技能、考え方など教科ごとの観点別に

構成され、それぞれに学習目標（めあて）を持っている。
学習指導要領の観点に対応しているため、児童の学習到達度の把握に役立つ。
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観点別ワークテスト（算数テスト）
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２．教材会社の体系化の取り組み例（３）

(3)評価分析
児童一人ひとりの成績は観点別に集計され、分析資料に反映されている。

小門別の集計も可能でつまずきを発見して治療問題とのリンクもできる。
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２．教材会社の体系化の取り組み例（4）

(4)教材間の連動
習熟教材と評価教材を連動化している。例えばドリルで練習した既習事項をワークテストの

評価問題として設問化することで指導と評価が一体化され、適正な評価ができるようにして
いる。

また、間違いやすい問題や重要な問題にマークを付けるなど統一して難易度が設定されて
いる。
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３．教材会社から見た学習指導要領コード化のメリット

(1)教材体系の強化
教材作成は既に体系化されているが、コンテンツ一つひとつを学習指導要領に合わせて

コード化することができれば学力向上のための学習システムが強化され、今以上に教員・
児童に役に立つものになる。

(2)評価分析・学習履歴の共有化
小問ごとの正答分析などで児童一人ひとりの学びを分析できるなど、詳細な学習履歴を

共有化できる。将来のＣＢＴ化のきっかけにもなると推察している。

(3)教科書との連動強化
学習指導要領だけでなく教科書との連動が容易になりデジタル教材の開発に有効である。
リンク精度を飛躍的に高めるだけでなく開発時期の前倒しが期待できる。
また開発期間が短縮されれば安価で良質な教材づくりが期待できる。

(4)家庭学習への深耕
ドリルなど学校教材を通じて家庭にも学習指導要領の趣旨を浸透できる。保護者のため

の子どもの学習過程の理解促進にも役立つと思われる。
また、将来は宿題のデジタル化を促進することが容易になると思われる。
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ご清聴ありがとうございました。
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